
御社の事業内容をご紹介ください。
糸井さん：
高速バス「WILLER EXPRESS」を運行している当社は、全国8カ所に
営業所を展開、23路線417便を運行しています。安心・安全を最優先
に捉え、乗務員の体調不調や居眠りによる事故を未然に防ぐために、
積極的にIoT技術を活用しています。すべてのハイウェイパイロットは
運行中に眠気検知機器を装着しており、運行管理者はハイウェイパイ
ロットの疲労や眠気の予兆をリアルタイムに把握、必要に応じて遠隔

から休憩の指示を出すこともあります。当然ながら、お客さまの快適さ
と便利さも私たちにとって非常に重要です。2006年から高速バス事業
に参入して以来、お客様が座るシートについては自社開発にこだわり、
快適な乗車体験を提供できるよう努めています。

LINE WORKS導入前はどのような課題を抱えていま
したか。
糸井さん：
内勤者どうしはグループウェアを使用して情報を共有していますが、運
行が主業務のハイウェイパイロットにはグループウェアのアカウントや
パソコンを付与しておらず、主に紙や口頭で情報伝達を行っていまし
た。しかしこの方法では、内勤者とハイウェイパイロットの間で情報伝
達のタイミングに時差が生まれる、限られた情報しか伝達できないと
いった課題がありました。

一方で、管理者の手間やコストの観点から、グループウェアのアカウン
トを付与することは難しく、コンパクトかつ適切なツールを見つけるこ
とが求められていました。
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経路情報やトラブル報告など、高速バスの運転士とのタイムリーな連絡手段に。
職種間の情報格差を改善し、意見を出しやすい環境が整ってきました。

運輸・倉庫

高速バス「WILLER EXPRESS」を運行するWILLER EXPRESS株式会社は、パソコンを使う時間が
ほとんどないハイウェイパイロット（運転士）との情報共有体制づくりにLINE WORKSを導入。当初
はスモールスタートで同社の長野営業所で成功事例をつくり、後に全国の営業所に展開させました。
LINE WORKSの導入によってリアルタイムな情報共有や内勤者との情報格差の改善などを実現。ま
た、車両の不具合を画像や動画で整備士と共有することで、よりスピーディに車両整備ができるように
なりました。

目的・効果
従業員間の連絡｜｜支店・店舗との連絡
ノウハウ共有｜｜業務の見える化｜｜BCP・安否確認
コンプライアンス・セキュリティ
スマートフォン活用｜｜導入のしやすさ　

主な活用機能

トーク グループ 掲示板 アンケート

管理本部 人事労務企画チーム チーム長　糸井 貴行さん（右）
管理本部 管理部 保健師　原田 リエさん（左）
長野営業所 所長　森 健さん



森さん：
私が所長を務める長野営業所では、ハイウェイパイロットの勤務時間
８時間のうち、営業所に滞在する時間は1時間程度しかありません。こ
の短い時間に会社からの伝達事項をハイウェイパイロットへ伝えるた
めに、紙の回覧板を使用していました。しかし回覧板は、流し読みされ
やすく見たいときに再び確認もできないため、情報が適切に伝わるか
という観点では、十分ではなかったのが現実でした。

原田さん：
体調不良や居眠り等に起因する交通事故を防ぐためには、ハイウェ
イパイロットの健康管理が極めて重要です。私は保健師として、ハイ
ウェイパイロットへ健康診断の案内や健康情報の発信を行っていま
す。LINE WORKS導入前は、営業所の所長や健康担当者を介して紙
ベースで情報提供を行っていましたが、ハイウェイパイロットに届い
ているのか、提供した情報が役に立っているのか知る手段がありませ
んでした。

数あるツールの中で、LINE WORKSを選定された理
由は何でしょうか。
糸井さん：
使いやすさが最も重要なポイントです。新しいツールへの抵抗感を持
つ人もいますが、この点に着目しLINEの使いやすさを踏襲したLINE 
WORKSを選定しました。

実際にLINE WORKSの利用は任意ですが、ガラケーを保有している一
部のハイウェイパイロットを除いて、ほぼすべてのハイウェイパイロット
がBYODでLINE WORKSを利用してもらえています。

LINE WORKSを運用するまでの経緯を教えてください。
森さん：
最初にLINE WORKSの活用プロジェクトを立ち上げました。まず運用
モデルを構築するため、長野営業所内でトライアル運用を開始し、ハ
イウェイパイロットに対してグループトークを通じて規定変更やトラブ
ル発生などの情報を発信。また、掲示板を利用してYouTubeに限定公
開でアップした経路動画を共有するなど、さまざまな活用方法を試し
ました。

トライアルの結果、誰が既読なのかまで分かり、またハイウェイパイ
ロットと内勤者の間で双方向のコミュニケーションが生まれるなど、
LINE WORKSの活用メリットを十分に実感しました。この成果を受け
て全国の営業所にLINE WORKSの導入を展開しました。

さらに、プロジェクトの一環としてLINE WORKSの運用マニュアル
を作成し、導入の目的や具体的な使用例を会社全体に発信していきま
した。これにより、ハイウェイパイロットだけでなく内勤者にもLINE 
WORKSのメリットを理解してもらい、活用のモチベーション向上を促
進しました。

LINE WORKSを活用したハイウェイパイロットとの
情報共有について、具体的に教えてください。
糸井さん：
特に掲示板機能を積極的に活用しています。会社全体用と8つの営業
所ごとの掲示板を設け、経路動画やWILLER GROUPの各種ニュース
などを投稿しています。

会社全体の各種ニュースに関しては、以前はハイウェイパイロットに十
分に周知されていないことがありました。例えば、シフトの関係上、テ
レビ取材を対応したハイウェイパイロットに放送日が伝わったのが、放
送の翌日だったという残念なこともありましたが、現在は即座に放送
予定などを共有できるようになりました。タイムリーに情報を共有する
ことで情報格差が解消され、ハイウェイパイロットと内勤者との間で円
滑なコミュニケーションが実現されました。

経路に関しては、これまでもハイウェイパイロットには動画で展開をし
ていましたが、以前は営業所に滞在している時しか経路動画を確認す
ることができませんでした。しかし、今ではスマホで見られるため、ハ
イウェイパイロットの都合に合わせて経路を再確認できるようになり、
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掲示板では事業のトピックスやマニュアルなどを随時掲載。スマホからでも閲覧でき会社全体の周知が捗る
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非常に便利だと感じているようです。

原田さん：
これまでハイウェイパイロットに紙で閲覧してもらっていた健康に関す
る各種情報を、掲示板を通じて周知しています。具体的には、健康管理
イベントの告知や身近な病気に関する知識などを共有しています。以
前は紙ベースの情報提供しか手段がありませんでした。しかし今は、
LINE WORKSという手段が加わり、既読の有無が分かるほか、発信す
る情報の性質に応じて発信手段を使い分けられるようになりました。

運行中に発生する渋滞状況の共有や車両トラブル発生
時の連絡などにLINE WORKSを活用しているそうで
すね。
森さん：
運転中のハイウェイパイロットにはスマホの操作を禁じている一方で、
バス停の乗り場や渋滞状況などの運行情報は無線機を通じてリアル
タイムに運行管理者へ共有されています。この情報は運行管理者に
よって、LINE WORKSの掲示板やグループトークを通じてこれから運
行するハイウェイパイロットにも伝えられています。これまで終業時に
ハイウェイパイロットから口頭で伝えられていた運行情報が、今では
LINE WORKS上で迅速に情報共有されています。

また、営業所別やプロジェクト別のグループを作成し、グループトーク
でも情報共有を図っています。例えば、運行中に車両の不具合が発生
した場合は、不具合の様子が分かる写真や動画をハイウェイパイロッ
トと整備士が入った車両故障グループにアップすることで、不具合の状

況を視覚や音で確認できるようにしています。これまで口頭で伝えら
れていた内容を目と耳でも確認できようになったことで、整備士たち
は迅速に修理が必要かどうかを判断し、より効率的な対処が可能にな
りました。

そのほか、最近ではハイウェイパイロットからの意見もLINE WORKS
上で交換されるようになりました。対面では言いにくいことも、LINE 
WORKS上であれば声を上げるハードルが下がり、発信が苦手なハイ
ウェイパイロットの意見も多く採り入れやすくなっています。

糸井さん：
当社は全国8か所に営業所を展開しており、ハイウェイパイロットは全
国各地で昼夜問わず運転しています。そのため、緊急時に従業員の安
否確認が迅速に行えるように、アンケート機能のテンプレートを活用
しています。これまでにも、地震が発生した際に2回の安否確認を実施
し、従業員の無事を迅速に確認することができました。

街中の降車場や迂回路などの経路を動画や地図で共有しスムーズな運行を実現している

地震発生時の実際の安否確認の内容。
選択式の回答にしたことで、従業員全体の安否状況がすぐに確認できた

天候による運休情報なども掲示板でいち早く共有。
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LINE WORKS活用の今後の展望を教えてください。
糸井さん：
API連携を推進していきたいです。例えば、運行情報管理システムから
シフトデータを抽出し、カレンダーにシフトを表示する方法を検討して
います。これによって、現在の紙ベースのシフト表の印刷と配布の手間
を減らすことができるでしょう。その他にも、アルコールチェッカーや
地図アプリとの連携も視野に入れています。こうした連携が実現する
と、管理者とハイウェイパイロット双方にとって手間を減らすことが可
能になると考えています。

※掲載している内容、所属やお役職は取材を実施した2023年8月当時のものです。

https://www.youtube.com/channel/UCjWj1hW5UlsEzf1YZ8zAGcQ
https://twitter.com/lineworks_jp?ref_src=twsrc%5Etfw&ref_url=https%3A%2F%2Fline.worksmobile.com%2Fjp%2Fblog
https://www.facebook.com/worksmobilejapan/
https://line-works.com/

